
2025年 7月 13日（28週目）主日礼拝               「日本と世界の災いを止める教会」(イザヤ 60:1-5) 
・災い－イスラエルがアッシリヤ、バビロンによって滅びることを預言している。神様の子どもを主は選ばれている。神様から離れて、偶像崇拝の中にいることが分かる。 

・王－偶像―王が偶像崇拝をして、王だけではなく人々が災いを受けるようになる。 

・教会－神様の御言葉を伝えて生かすべきであるが、教会さえも堕落してしまった。世の中に福音が語られなくなってしまい、災いがくるようになった。 

1,ただ福音 2,ただ祈り 3,ただ伝道宣教 

▲ただ福音が伝えられるように。 

〇イザヤ 7:14(見よ。処女がみごもっている。

そして男の子を産み、その名を『インマヌエ

ル』と名づける。) 

 ・キリストにより神の国が回復をされた。 

1)サタン－創 3:15(わたしは、おまえと女との間

に、また、おまえの子孫と女の子孫との間

に、敵意を置く。彼は、おまえの頭を踏み砕

き、おまえは、彼のかかとにかみつく。) 

 ・イエス・キリストが悪魔の頭を踏み砕く。 

〇ヘブル 2:14-15(子たちはみな血と肉とを持っ

ているので、主もまた同じように,これらのも

のをお持ちになりました。これは,その死によ

って,悪魔という,死の力を持つ者を滅ぼし, 

一生涯死の恐怖につながれて奴隷となってい

た人々を解放してくださるためでした。) 

 ・キリストが悪魔の奴隷である私を解放した 

 ・サタンの仕業を打ち滅ぼして下さった。 

〇Ⅰヨハネ 3:8(罪のうちを歩む者は、悪魔から

出た者です。悪魔は初めから罪を犯している

からです。神の子が現われたのは、悪魔のし

わざを打ちこわすためです。) 

 ・神の子どもが悪魔の仕業を打ち滅ぼした。 

 ・キリストが私の全ての問題を終わらせた。 

2)ローマ 8:1-2(今は、キリスト・イエスにある

者が罪に定められることは決してありませ

ん。なぜなら、キリスト・イエスにある、い

のちの御霊の原理が、罪と死の原理から、あ

なたを解放したからです。) 

 ・キリストが罪と死から解放して下さった。 

3)ヨハ 14:6(わたしが道であり,真理であり,いの

ちなのです。わたしを通してでなければ,だれ

ひとり父のみもとに来ることはありません。) 

 ・罪の中にいた私達を救い出して下さった。 

 ・神様が共にいて下さるようにされた。 

 ・キリストは、私を強めて下さる。 

▲ただ祈りの者となることが出来るように。 

〇イザヤ 62:6-12(エルサレムよ。わたしはあなたの城壁の上に見

張り人を置いた。昼の間も、夜の間も、彼らは決して黙ってい

てはならない。主に覚えられている者たちよ。黙り こんではな

らない。) 

 ・常に祈りをすることが出来るように。 

 ・日本と世界の災いを止める事が出来るのは伝道と宣教である 

 ・私達は祈りをすることを休んではいけない 

・次世代の為に祈りをするように。 

1)ゼカ 4:6(「これは、ゼルバベルへの主のことばだ。『権力によら

ず、能力によらず、わたしの霊によって。』と万軍の主は仰せ

られる。」) 

・祈りをする時に、聖霊が働くようになる。 

・権力によらず、能力によらず主の霊によってなさる。 

・主の霊によって祈りをすることが出来るように。 

・祈って聖霊の力を受けることが出来るように。 

2)ダニ 10:12(「恐れるな。ダニエル。あなたが心を定めて悟ろう

とし、あなたの神の前でへりくだろうと決めたその初めの日か

ら、あなたのことばは聞かれているからだ。私が来たのは、あ

なたのことばのためだ。」) 

・祈っていく時に、御使いを送って答えを与えて下さる。 

・祈りを決断した時から祈りに答えられる。 

3)マタイ 12:28-29(しかし、わたしが神の御霊によって悪霊ども

を追い出しているのなら、もう神の国はあなたがたのところに

来ているのです。強い人の家にはいって家財を奪い取ろうとす

るなら、まずその人を縛ってしまわないで、どうしてそのよう

なことができましょうか。そのようにして初めて、そ の家を略

奪することもできるのです。) 

 ・悪霊をイエスキリストの名で打ち砕く。 

・イエス・キリストの御名によって神の国は来ている。 

・祈りをする時に聖霊が働いて暗闇の力が打ち砕かれていく。 

・ただ祈りの中に私達は導かれるように。 

 

▲ただ伝道宣教をすることが出来るように。 

1)イザヤ 60:1-5(起きよ。光を放て。あなたの光が来て、主

の栄光があなたの上に輝いているからだ。見よ。やみが

地をおおい、暗やみが諸国の民をおおっている。しか

し、あなたの上には主が輝き、その栄光があなたの上に

現われる。国々はあなたの光のうちに歩み、王たちはあ

なたの輝きに照らされて歩む。目を上げて、あたりを見

よ。彼らはみな集まって、あなたのもとに来る。あなた

の息子たちは遠くから来、娘たちはわきに抱かれて来

る。そのとき、あなたはこれを見て、晴れやかになり、

心は震えて、喜ぶ。海の富はあなたのところに移され、

国々の財宝はあなたのものとなるからだ。) 

 ・伝道宣教の為に歩むことが出来るように。 

 ・私たちの歩みは神様の栄光の為である。 

 ・主の為に、献金をするものとなれるように。 

 ・福音を伝えると(光を放つと)人々が集められてくる。 

2)イザヤ 60:20-22(あなたの太陽はもう沈まず、あなたの

月はかげることがない。主があなたの永遠の光となり、

あなたの嘆き悲しむ日が終わるからである。あなたの民

はみな正しくなり、とこしえにその地を所有しよう。彼

らはわたしの栄光を現わす、わたしの植えた枝。わたし

の手で造ったもの。最も小さい者も氏族となり、最も弱

い者も強国となる。時が来れば、わたし、主が、すみや

かにそれをする。) 

 ・福音の光を放つと嘆き悲しむ日が終わる。 

 ・サタンと戦う教会がある時に、災いが終わる。 

 ・伝道と宣教を目的によって産業が行われるように。 

3)イザヤ 61:1(神である主の霊が、わたしの上にある。主

はわたしに油をそそぎ、貧しい者に良い知らせを伝え、

心の傷ついた者をいやすために、わたしを遣わされた。

捕われ人には解放を、囚人には釈放を告げ、) 

 ・主の霊が臨まれて、福音を伝えるように。 

▲結論－イザヤ 40:8(草は枯れ、花はしぼむ。だが、私た

ちの神のことばは永遠に立つ。) 

・全てのものは草であるが神の御言葉は永遠にたつ。 

・講壇のメッセージを通して答えを味わうように。 



現場地教会（2025 年 7月 13 日～2025 年 7月 19日） 
 

【賛美】 「イエスわが王よ」 

１）イエスわが王を賛美で迎えん 栄光の主の御座を もうけたまえ主よ  

私は神のもの ゆえに神にささげん  御心のままにおさめよ 主イエスよ 

２）イエスわが王よ ここに来られ われが主にささぐ 賛美受けたまえ 

われは主のしもべ 主はわれらのきみ 主なるイエス来られ 賛美を受けたまえ 

 

【使徒信条】 

 我は天地の造り主、全能の父なる神を信ず。我はその独り子、我らの主、イエス・キリストを信ず。

主は聖霊によりてやどり、おとめマリアより生まれ、ポンテオ・ピラトのもとに苦しみを受け、十字架に

つけられ、死にて葬られ、よみにくだり、三日目に死人のうちよりよみがえり、天にのぼり、全能の父

なる神の右に座したまえり、かしこより来たりて、生ける者と死にたる者とを審きたまわん。我は聖

霊を信ず、聖なる公同の教会、聖徒の交わり、罪のゆるし、からだのよみがえり、とこしえの命を信

ず。アーメン 

   

【メッセージ】         「日本と世界の災いを止める教会」(イザヤ 60:1-5) 

    

【讃美】                  393 われらの戦い血によらず 

                      

【祈り】  

①教会の祈りの課題 

※御国イザヤ牧師に聖霊充満と 5 つの力が与えられるように。 

②現場地教会の聖徒の中で欠席された方、問題、病にある方、新しい家族のために。 

③現場地教会参加者の祈りの課題（集まった聖徒の祈り課題を付箋に記入）のため。 

 

【フォーラム・祈り】 

 

【主の祈り】 

 天にましますわれらの父よ。ねがわくは、御名をあがめさせたまえ。御国をきた

らせたまえ。みこころの天になるごとく、地にもなさせたまえ。我らの日用の糧を、

今日も与えたまえ。我らに罪をおかす者を、我らがゆるすごとく、我らの罪をもゆ

るしたまえ。我らをこころみにあわせず、悪より救いだしたまえ。国とちからと栄 

えとは限りなくなんじのものなればなり。 アーメン 

祈
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７
７
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天の父なる神様、いまの時間にも宣教の現場に行っておられる、御国イザヤ牧

師、大津牧師に聖霊充満と 5 つの力をあたえてくださり、神様が願われる宣教

の働きができますように。 

 私たちも特別早天祈祷会をとおして遣わす宣教師としての答えを味わうことが

できますように。 

 現場の災いをみることができる霊的な目を開いてください。そして、それらの

災いを止める使命が私たち福音宣教教会に与えられていることを分からせてくだ

さい。 

 サタンによって起こる日本と世界の災いを止める道がただ福音、ただキリスト

であることを知り、サタンを打ち砕き、罪から解放し、神に出会う道を開いてく

ださったキリストだけを味わうものとしてください。 

 私を見張り人としてくださったことを信じます。ただ祈りによって聖霊の働

き、御使いが遣わされ、サタンが砕かれて、神の国が臨みますように。 

 私に臨まれたキリストの光を放ち、闇に捕らわれた人々を救い、レムナントと

備えられた経済の答えを味わい、日本と世界の災いをとめることができますよう

に。 

 私、出会い、家庭、経済、地域が講壇のみことばによって生かされる証人とし

てください。イエス・キリストの御名によって祈ります。アーメン。 

(お知らせ) 
 ① パキスタン,スリランカ,インド宣教の為(6 月 23 日～7 月 18 日) 

② 世界レムナント大会(7 月 29 日～8 月 1 日),リーダー修練会(7 月 24 日～26 日) 

③ 特別早天祈祷会(6 月 23日～7 月 18 日) 

④ 大学青年修練会(6 月 19日) 

⑤ 伊藤ちゑ子聖徒が天に召されました。ご遺族に慰めと平安があるように。 

⑥ 7 月 18 日に橋本見星レムナントが心臓の手術があるのでお祈りをお願いします。 

福音宣教教会 

主管牧師：御国イザヤ 

名古屋市中区栄 5丁目 23－8／tel:052-238-6003 

主日(日曜)1部礼拝 7:00 ／ 2部礼拝 10:00 ／ 3部礼拝 12:00 
 


